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Advances in distant speech recognition by deep learning

～深層学習を活かした実環境下音声認識・音響処理～
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オフィス打合せスペースでの議論や、
カフェやリビングでの会話など、騒
がしい所で多くの人が話す場面でも
快適に動作する会話音声認識が可能
になります。例えば騒がしい場所で
の打合せの議事録自動作成や、ウェ
アラブル端末での音声ライフログ記
録などが可能となり、音声インタ
フェースがより便利になります。
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深層学習

 深い層構造を持つニューラルネット
ワーク（deep neural network: DNN）
で、複雑な現象も表現

 観測した音声の品質向上や音声認識に
有効な特徴量を、自動的に学習

 近年、さまざまな音声認識タスクで
深層学習が高性能を達成している

音声を取り出すフィルタ

計算に最適なパラメタを

自動選択して、録音音声

に含まれる雑音や残響を

低減！

環境音（扉の開閉音・拍手

など）の識別に最適な特徴

量を自動学習して、高精度

な認識を実現！

話し言葉の長い文脈や収

録環境の違いなども区別

することで、認識精度を格

段に向上！

多様な音環境での会話音声認識や会
話シーン分析の研究を進めています。
これに不可欠な基盤技術の一つとし
て、深層学習を用いた雑音や残響除
去技術や、自由な話し言葉音声を高
精度に認識する技術を提案していま
す。

実用化

環境音認識・・・・・

・・・

騒がしい場所で収録した音声

音声認識

「アレだと思う

んすけど…」

音

を

読

み

解

く

DNN音声認識をリアルタ
イム処理可能な音声認識
エンジンとして実用化※！

【応用例】リアルタイム会
議音声認識システム : 

RexMeet

※メディアインテリジェンス研
究所にてエンジン化しました

コツコツ

カタカタ・・

トントン

（会話・雑踏など）

音響処理

深層学習が広く検討されている音声
認識だけでなく、雑音・残響除去や
環境音認識も含めた幅広い音声処理
技術について、深層学習に基づく効
果的な方法を提案しました。これに
より、実環境で収録した音から「何
が起きているか」「何を話している
か」などを、より正確に推定するこ
とができるようになりました。
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